
静岡駅南口駅前広場再整備事業静岡駅南口駅前広場再整備事業



静岡駅南口駅前広場再整備基本計画

令和７年３月 都市局 都市計画部 景観まちづくり課

（抜粋版）



地域にひらかれた“未来につながるまちのロビー”へ

■静岡駅南口駅前広場再整備検討委員会で掲げたコンセプト

■目指す方向性

１．空間の不足と交通の混在

３．駅とまちとの分断

自家用車・バス・タク
シーがロータリー内で混
在しており、特に自家用
車が著しく混雑していま
す。

駅とまちがロータリー
や道路で分断されており、
駅から街に向かう歩行者
動線が十分に確保されて
いません。

２．歩行者の快適性欠如

歩行者空間が狭く、バ
ス・タクシーの待機列
と混在しています。
また、安心して待ち
合わせや休憩できるよ
うな空間がありません。

■解決すべき課題

駅南北の動線の一部として、
市民や来街者など多様な人々
が安心して快適に利用できる
広場を目指します。

多様な人々が安心して利用
できる広場をつくります

静岡市の新幹線口として、また静岡駅南口エリアの中心地として、交通機能を十分に

発揮するとともに、市民や来街者といった多様な人々が安心して利用でき、街のにぎわ

いを感じることのできる”まちのロビー空間”となる様な駅前広場を目指します。

6 目指す方向性
南口駅前広場は、人にも車にも使いやすい、安全な広場を目指します。静岡駅南口再整備検討委員会では、

新しい南口駅前広場が「地域にひらかれた “未来につながるまちのロビー”」となることを目指し検討を進めました。
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人と車、両方が使いやすい
駅前広場をつくります

１ ２ ３

駅前広場を拡張し、人のため
の空間を確保するとともに、
公共交通と自家用車を分け、
安全なロータリーへ改善を
目指します。

駅と周辺の街が一体と
なった空間をつくります

駅と周辺の街を歩行者が自由
に往来できる空間をつくり、
駅周辺が一体となって機能す
る、活力あるエリアを目指し
ます。



7 ゾーニング・公共交通と自家用車の配置方針
現在の南口駅前広場前を通過している道路を廃止し、歩行者がグランドレベルで、安全・快適に駅とまちとを移動

できる空間を確保します。

車両ロータリーはバス・タクシー用と自家用車用の２つに分離・拡張し、車両が安全・快適に使えるようにします。

※ロータリーの配置の根拠については資料編参照

3

■ 南口駅前広場ゾーニング図

• 既存道路空間を広場に取り込み、歩行者動線を歩きやすいグランドレベルに確保するとともに、ゆとりある駅前広場を実現します。

• 公共交通ロータリーと自家用車ロータリーを進入路から分離することで、混雑しにくい駅前広場を実現します。

• 交通機能については、コンコース前に公共交通ロータリー、広場東側に自家用車ロータリーを配置します。

■ 南口駅前広場ゾーニング図と現況との比較

車両

自家用車
ロータリー

歩行者

車両

歩行者 歩行者

公共交通
ロータリー

※ゾーニング図：機能によりエリアを分けた図
※



9 広場の機能（「まちのロビー空間」を構成する機能）

アンケート結果などを踏まえ、南口駅前広場の再整備において、「まちのロビー空間」を構成する機能を、

「気軽に立ち寄れる憩いの機能」・「お出迎えの機能」・「人と文化の交流機能」としました。

※利用者アンケートから分かる広場機能の需要については資料編をご覧ください。
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路上ライブ
やってる！

一緒に地域
イベントに

関わってみよう

知らなかった
観光地にも

行ってみよう！

観光帰りに
ちょっと休憩

待ち時間に
ひと仕事

近くに新しい
お店ができた
みたい！

いってみよう！

お店で買った
食べ物を持ち
寄ってお手軽
ピクニック！

地元のお店の
マルシェが
でているね



• 予想される歩行者通行量や駅舎出入口との関係性から、開放感のある「お出迎えの機能」を駅コンコー

ス前（①）に、「気軽に立ち寄れる憩いの機能」をASTY出入口前（②）に配置します。

• ２つの広場の間に、駅前広場とまちなかをつなぎ、イベントや休憩等多様な使い方を可能とする「まち

とつながるゆとりの空間」を配置します。（③）

• 各空間における利活用をサポートするサービス機能（④）を導入します。

• 「人と文化の交流機能」については、アクティビティの規模や内容によって多様な空間の使い方ができ

るよう、駅前広場全体で機能を担うものとします。

• 雨に濡れずに歩いて行ける歩行者動線・乗換動線や滞留空間の屋根を検討していきます。

• 持続可能でフレキシブルな駅前広場 を目指し、グランドレベルは可能な限り広場空間とします。また、

その上空部分は立体利用による屋内施設の配置を検討していきます。

10 広場機能の配置の考え方
「お出迎えの場」、「気軽に立ち寄れる憩いの場」、「まちとつながるゆとりの空間」や、それぞれの場でのアクティ

ビティを支援するサービス機能を配置し、これら全体で「人と文化の交流機能」を確保します。

また、人のための空間をグランドレベルに確保することで、利用しやすい空間とします。
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利活用範囲：小

利活用範囲：中

利活用範囲：大

※持続可能でフレキシブルな駅前広場：堅牢な構造物等を極力減らし、社会情勢の変化に合わせ容易に形を変えられる駅前広場

※



■現況平面図 ■現時点での整備案平面図

“まちのロビー空間”

地上部分に歩行者のための広場空間を確保しつつ、

上空部分に民間活力を導入した建物を配置することを検討します。

既存ペデストリアンデッキのあり方

については関係者と協議中

※あくまで現時点での再整備案であり、実際の整備内容を確定するものではありません

12 静岡駅南口駅前広場の将来の姿

広場面積

約２倍

①

②

③ ③

① 自家用車・バス・タクシーがロータリー内で混在しており、特に自家用
車が著しく混雑しています。

② 歩行者空間が狭く、バス・タクシーの待機列と混在しています。また、
安心して待ち合わせや休憩できるような空間がありません。

③ 駅とまちがロータリーや道路で分断されており、駅から街に向かう歩行
者動線が十分に確保されていません。

① 公共交通（バス・タクシー）ロータリーをコンコース前に配置します。
バス乗降場を増やすなどし、公共交通を使いやすくします。

② 自家用車専用ロータリーを新たに設置します。広場東側からのアクセス
とし、降車場と乗車場を分離するとともに、利用可能台数を増やします。

③ 歩行者が駅からまちへと地上を自由に移動できる形とします。

④ 石田街道における自家用車の通行が減少するため、余剰となった道路空
間を活用し、貸切バス乗降場やにぎわい創出などの広場に必要な機能の
配置を検討します。

⑤ 区画整理等の基盤整備により広場隣接地に民間開発を誘導します。

① ②

③ ③

④

⑤
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②

静岡駅

■現状の課題 ■再整備時の機能配置の考え方

サウスポット静岡

ホテルグランヒルズ静岡

サウスポット静岡

ホテルグランヒルズ静岡



サウスポット静岡

民間開発誘導エリア

これまでの検討委員会での協議内容は
下の二次元コードよりご覧になれます。

静岡駅

ロータリーを２つに分離し、コンコース前を公共交通（バス・タクシー）

ロータリー、広場東側を自家用車ロータリーにします。

ポイント３

エスパティオ

水の森ビル

コンコース出入口

駅南銀座方向へ

森下小学校
森下公園方向へ

久能街道方向へ歩行者動線

“まちのロビー空間”

ポイント5
歩行者のための空間をつくります。

建物を配置するなどして、居心地が良く、にぎわいが

生まれる場所をつくります。

自家用車降車場

タクシー乗降場

路線バス乗降場

自家用車乗車用

兼短時間駐車場

13 将来の姿の５つのポイント
ポイント１
広場の面積を現在の約２倍に広げます。

人と車がゆとりをもって

広場を利用できるようにします。

ポイント２

7

タクシープール

※石田街道沿線では、貸切バス乗降場や道路空間を利用した賑わい創出など、今後、広場に必要な機能の配置を検討します。

ポイント５
土地の形を整え、広場の隣に、

民間開発を誘導します。

ポイント４
今ある道路を広場に取り込み、広場として利用することで、歩行者が

周りの街や建物に行きやすくします。

ホテルグランヒルズ静岡



“まちのロビー空間”
地上部分に歩行者のための広場空間を確保しつつ、
上空部分に民間活力を導入した建物を配置することを検討します。

既存ペデストリアンデッキのあり方

については関係者と協議中。

※手前の現況建物を一部加工し、駅前広場を見えやすくしています。

12 静岡駅南口駅前広場の将来の姿 イメージパースについて、
右の二次元コードより
動画がご覧になれます。

“まちのロビー空間”
地上部分に歩行者のための広場空間を確保しつつ、
上空部分に民間活力を導入した建物を配置することを検討します。

“まちのロビー空間”
地上部分に歩行者のための広場空間を確保しつつ、
上空部分に民間活力を導入した建物を配置することを検討します。

“まちのロビー空間”
地上部分に歩行者のための広場空間を確保しつつ、
上空部分に民間活力を導入した建物を配置することを検討します。
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※あくまで現時点での再整備案であり、実際の整備内容を確定するものではありません

■イメージパース（広場上空より） ■イメージパース（広場南西上空より）

■イメージパース（広場北上空より） ■イメージパース（駅コンコース出入口より）





ご意見いただきたい内容
今後、広場設計を進めていきますが、広場空間の有効活用のため

その効果を高める建築物を合わせて建設することで、街の回遊や賑わいを活性化させます。

• 広場空間と一体となって「まちのロビー空間」を実現
する建築物を想定

• 施設としては、１階は広場の延長としてのピロティ空
間と待合スペースにしつつ、上部階では賑わい創出
に資する用途を想定

上記を踏まえた上で、広場中央建物の必要性も含め、どのような
範囲及び条件であれば、事業展開が見込めるかご教示願います。



事業予定用地（市有地）

施設イメージ

２F～まちの賑わい創出に資する
民間事業（商業施設等）

駅コンコースに抜けるための
広場機能

広場利用者のためのサービス機能
（待合、トイレ等）

項目 詳細

敷地面積の想定 約3,600㎡（30m×120m程度）

建物規模の想定 １階施設面積 ～600㎡（最大）
２階施設面積 ～3,600㎡（最大）
３階施設面積 ～3,600㎡（最大）

建物機能の想定 １階 待合所、トイレ、観光案内
所、カフェを想定
２階・３階 収益施設等

建物ボリューム
の条件

圧迫感のない低層（３階建程度）
を想定

活用制度 立体都市計画の活用（予定）
（１階を交通広場）

デザインの条件 デザイン会議の対象建物となり、
デザインに関する会議意見反映が
必要となる。

■敷地・建物の条件

項目 詳細

用途地域 商業地域

建ぺい率、容積率 80%、500%

防火・準防火地域 準防火地域

立地適正化計画上
の位置付け

都市機能誘導区域
居住誘導区域

■法規制等の条件

“まちのロビー空間”
地上部分に歩行者のための広場空間を確保しつつ、
上空部分に民間活力を導入した建物を配置することを検討します。

■イメージパース（広場上空より）

■イメージパース（広場南西上空より）

敷地・建物、法規制等の条件については以下のとおりです。
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■建物ボリューム感

建物規模の条件は、民間事業者の意見を踏まえて今後設定していく予定です。
以下は、建物ボリュームに応じた広場空間の見え方をスタディしたものであり、事業性や広場空間にとって望ま
しい建物希望についてご意見いただければ幸いです。

コンパクト案 最大案



14 駅前広場整備のスケジュール案 ※現時点でのスケジュール案であり、今後の検討や
状況変化により変更することがあります。

関係者協議・調整

「再整備基本計画（案）」 「整備計画(案)」

実証実験等による空間や使い方の検証

2024

工事

2030年代前半

関係者協議・調整

南口駅前広場再整備
基本計画策定

駅前広場
整備計画公表

広
場
空
間
の

つ
か
い
か
た

～2023

南
口

駅
前
広
場
整
備

供用開始都市計画決定

詳細設計予備設計概略設計

駅
前
広
場

再
整
備
検
討

委
員
会

官
民
共
創
に
よ
る

駅
前
広
場
の
利
活
用

土
地
区
画
整
理
事
業

2025～

地権者協議・調整

土地区画整理事務
基本設計・事業計画 等

（令和５年） （令和6年） （令和7年）

関係者協議・調整 ～ 設計 ～ 工事 ～ 運用開始

民
間
開
発

誘
導
エ
リ
ア
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広場周辺に建設される建物の配置・規模・デザインについては、

現在検討中のまちなか再生指針（仮称）と調整のうえ検討していきます。

駅前広場利活用についてのしくみづくり

エリアマネジメント※
※エリアマネジメント 特定の地域において、住民や事業主、地権者などが主体となって、

地域の価値を維持・向上させる取り組みのこと



駅前広場整備について
詳しくはこちら

市公式ホームページ
「静岡駅南口駅前広場再整備事業」
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